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（28）前掲（26）『歴史REAL日本の城』、p.21
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６　おわりに
　本研究は、城郭の変遷についての研究であり、それ
は、小学校６年生の社会科における歴史学習の中の、
城郭史についてであった。小学校の学習では、各時代
毎における概要を項目毎に学習することであり、どれ
かある項目を絞って、城郭史についての時代を越えた
学習にならない。そのため、どうしても連続した学習
に繋がらない傾向になってくる。つまり、時代ごとの
点と点のみの学習となってくるので、時代と時代をつ
なぐためにはどうしたらよいかということで、城郭に
ついてはどうかと取り上げたものである。
　教科書会社の中には、最初は城郭について詳しく取
り上げているが、いつの間にか次第にほとんど取り上
げられていない教科書も見られる。それを改善するた
めには、指導者が多くの資料を持って繋げていく事が
求められる。そのためには、事実関係の裏付けとなる
時代毎の資料収集が必要となってくる。そういう意味
での成果は見られた。
　しかし、多くが西日本の城郭についてであり、例を
挙げると、大和朝廷時代の東北地方の城柵についての
調査ができていないのが課題である。今後は東日本の
調査と、授業実践を通じてのカリキュラムの編成につ
いても、探求していきたいと考えている。
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